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塾長メッセージ 2014年 11月 21日(金)

絶えざる復習、体系的学習のみが成績低下を防ぐ

開倫塾

塾長 林明夫

１．「1 科目の集中学習によりある時点では一定の成果は上がるが、その後、復習を怠れば学力は低

下する」

２．「それを防ぐには絶えざる復習、体系的学習のみ。絶えざる復習、体系的学習のみが学力低下を

防ぐ」

３．最も簡単な方法は、教科書を絶えず 1ページから学びなおすこと、音読し続けることです。教科

書を，１ページから、学習したところまで毎日音読し続けることです。

４．学校や開倫塾の授業が始まる前、自己学習を開始する前に、必ず、教科書や授業ノートを 1ペー

ジから前回学習したところまで、音読練習し続けることが大切です。

５．多くの科目を学ばなければならない受験生、部活動や、生徒会活動その他で多忙を極める塾生は、

学校や、開倫塾の授業開始前、終了直後に、教科書と、授業ノートの１ページから授業で学習した

ところまでを、絶えず、音読練習する「学習習慣」を、一日でも早く身に着けてください。

６．先生からの授業を受けているときにも必ず、授業で用いている教科書を、一ページから開き、前

回の授業範囲まで、復習、「体系的理解」を目指してください。

７．教科書の１ページから、前回までの復習で体系的理解が成し遂げられれば、今回の授業範囲の理

解は完全に近くなります。今回の授業範囲完全理解の前提は、教科書の１ページから前回の授業範

囲までの復習、体系的理解だからです。

８．定期試験終了後も、学校や開倫塾の授業開始前、自己学習開始前には、毎回、教科書や授業ノー

トを１ページから復習をし、体系的理解を行なうことが大切です。

９．英語検定や、漢字検定、数学検定終了後は、試験対策に用いた教材を「音読」することが大事。

「速読」することも極めて有用です。


